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研究成果の概要（和文）：韓国萬水里遺跡の多層位出土石器群を世界標準の海洋酸素同位体編年

に同期したレス-古土壌連続にもとづいて再評価するとともに、年代論争中の中国侯家窰遺跡に

対する真の地質年代の解明と出土石器群の技術型式学的検討を実施し、MIS5-4（127-57ka）

の編年上の基準資料を提供した。また日本列島最古の島根県砂原旧石器遺跡を発掘し、その地

質年代（MIS; 11〜12万年前）と堆積環境を究明した。 

 
研究成果の概要（英文）：Using loess-paleosol sequence synchronized with Marine Isotope 

Stages as a global standaerd, the stone assemblages from the multi cultural layers in the 

Mansuri site were reevaluated. We made reexamination about the real age for the 

controversial Houjiayao Paleolithic site in North China as well as the techno-typological 

analysis for the industry from the site. The sedimentary environment and geological date of 

the Sunabara site in Shimane Prefecture as the earliest Paleolithic (110-120ka) site in 

Japanese Islands was thoroughly elucidated. 
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１．研究開始当初の背景 

 東北アジアの旧石器文化の地域間比較を
おこなうときに理化学的年代に大きく依存
する研究の現状にあって、東北アジアを包括
した普遍的かつ信頼性の高いグローバルな
年代尺度の開発と構築が要請されていた。こ
れについては、先行課題研究により海洋酸素
同位体比編年（MIS）とリンクしたレス-古土
壌編年を韓国全谷里・萬水里遺跡、長江下流

域の和尚敦遺跡の調査で確立し、その実用化
に成功した。 

 

２．研究の目的 

 過去の気候変動を反映し更新世の全期間
を包括するグローバルな海洋酸素同位体比
編年（MIS）を中国・韓国の普遍的な陸上堆
積物であるレス-古土壌連続に同期させ、大陸
のレス-古土壌中に包含される旧石器の高精
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度編年を確立することを主たる目的とした
先行プロジェクトの発展的研究として、多層
位の文化層をもつ韓国萬水里遺跡に絞って
石器群の実態を客観的な分類基準（フランス
で確立した石器型式学）を適用して究明する。
さらに高精度の年代尺度のもとに更新世の
グローバルな気候変動とからめて地域的な
文化変遷、地域間の文化的系統関係、さらに
はホモ・エレクトウスや旧人類の拡散時期と
経路等につき考古学的方法を用いて明らか
にする。 

 

３．研究の方法 

 すでに韓国、中国長江流域での国際共同調
査で有効性を検証済みの海洋酸素同位体比
編年（MIS）とリンクしたレス-古土壌編年法
を時間尺度に用い、中国・韓国の後期更新世
時代の旧石器群の編年と系統を東北アジア
的視野で再構築する。またレス-古土壌編年法
が適用できない泥河湾盆地に所在する河北
省侯家窰遺跡・西白馬営遺跡の年代解明にあ
たってはフィールド調査において従来の伝
統的な方法の精度を高めて対応した。 

 
４．研究成果 
 韓国萬水里遺跡、中国侯家窰・西白馬営遺
跡出土石器群の技術型式学的検討を試み、
MIS５〜４段階の石器群の実態を明らかにし、
韓国・中国における当該期の編年基準を提供
するとともに東アジア的視野で歴史的な評
価をおこなった。その結果、ホモ・サピエン
スの東アジアへの出現にさきだち、鋸歯縁石
器・嘴状石器・抉入石器を主体とした小型石
器群が中国北部・朝鮮半島の基層文化として
流布していた事実が明らかとなった。同様な
石器群はヨーロッパでも「鋸歯縁石器ムステ
リアン」として知られ、両者の関係が大きな
研究課題として浮かび上がってきた。 
 また地形学的研究，火山灰層序編年、レス
-古土壌編年等にもとづき 11〜12万年前に遡
る島根県出雲市砂原遺跡を発掘調査し、遺物
包含層の堆積環境の詳細な分析を通じて遺
跡形成過程を解明した。本調査研究は、石器
だけから論議されがちであった日本列島の
前・中期旧石器研究を堆積学的観点から吟味
するという地質考古学的な方法と視座を提
供し、爾後の当該期の調査法に対する有効な
モデルを提供することになった。 
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